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【活動報告】2023 年度 WE DO KYOTO! ユースサポーター 食品ロスチーム 

 

 

 2023 年度 WE DO KYOTO! ユースサポーターは、学生各々が興味のあるテーマに分か

れて、それぞれのチームで企画運営に取り組みました。その中で、私たち食品ロスチーム

は、食品ロス削減に関する京都府内に店舗や工場を構える事業者の取り組みに注目し、活

動を行いました。今回はそのまとめとして作成したポスターの紹介も兼ねて、食品ロスチ

ームメンバーが活動報告をします！ 

 

最初に 

 

食品ロスに注目したのは、学生たちの身近な気付きがきっかけでした。スーパーで値引

きシールが大量に貼られた商品を見たり、店頭に並ぶ食材が無駄なく使われているかを考

えたりする中で、チームの皆が食品ロスについて問題意識を感じていました。また、大学

の授業で将来の食糧不足について学び、食品ロスに興味を持った学生もいました。 

 

 そこで、私たちは食品ロスの中でも「事業者が行う取り組み」に注目することにしまし

た。その経緯として、 

 

・個人ができることは知られている一方で、事業者がどのように食材を扱っているかにつ

いては、知らない人が多い 

・チームメンバーの 1人が、アルバイト先で大量の食材廃棄を目にし、衝撃を受けた 

・過去に事業者による食材廃棄が社会的な問題として取り上げられたことがある 

 

以上の点が話し合いの中で話題になり、「事業者」の「食品ロス」に着目したテーマとな

りました。 

 

 

調査依頼・ポスター作成 

 

 私たち食品ロスチームは、以上の経緯で決定したテーマについて調査を行い、その結果

を①京都環境フェスティバル ②ラジオ番組 で府民の皆さんに報告することとしました。 

 

 まずは、京都府内に店舗や工場を構える複数の事業者を対象に、下記の方法で取り組み

を取材しました。 

 

①公式 HP閲覧 

②メールによる問い合わせ 

③オンラインでのヒアリング 

 

 調査の中でも特に印象に残っているのは、京都の老舗漬物メーカーである「京つけもの 
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西利」さまへのヒアリングです。西利さまは、賞味期限間近の商品を 3 割引で販売したり、

野菜残渣(ざんさ)の堆肥化に取り組んでいらっしゃるとのことでした。割引販売について

は、「すぐに食べるから期限が近くても問題ない！」というお客様も多く、人気のイベン

トだと伺いました。 

  

 その他にも、身近なスーパーなどさまざまな事業者の方々が快く取材を引き受けてくだ

さり、魅力的な取り組みを知ることができました。 

 

活動の発信について 

 

 続いて、2024年 2 月 3日に京都パルスプラザで開催された京都環境フェスティバルでの

ブース出展に向けて、取材の内容をポスターにまとめる作業を行いました。素敵な取り組

みばかりで、ポスターのサイズ上載せきれず嬉しい悲鳴が上がるほど、盛りだくさんの内

容となりました！ 

  

 このような活動を経て、こちらのポスターが出来上がりました！ 



3 

 

 
 

 環境フェスティバル当日は、小さなお子さんから大人の方まで、多くの方にポスターを

ご覧いただきました。会場で、ポスターを見た方に感想を言っていただけたりして、少し

でも私たちの取り組みが人々を動かしていると感じることができました。 
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また、全 3 回のラジオ収録にも参加し、食品ロスチームの活動について紹介しました。 

 
 

活動を通しての学び 

 

 今回の活動を通して、食品ロス削減のため様々な取り組みが行われていることを知りま

した。取り組みを行う事業者にとどまらず、消費者やその地域の方などの多くの協力や理

解があって、成り立っているものもありました。今回は、事業者の取り組みに注目する活

動でしたが、私たち消費者も食品ロス削減に向けて、今後、何が出来るかを考えさせられ

る機会となりました。 

 一口に「食品ロス」といっても、生産・加工・販売・消費などさまざまな段階の中で発

生していることがわかりました。食品を扱う以上、食品ロスは切っても切り離せない問題

ですが、食品業者の皆さんはそれぞれのアプローチで解決を試みています。ポスターをご

覧になったみなさんが、食品ロスについて考えるきっかけを提供できていましたら嬉しい

です。 

 

 

 この記事を読んでいる皆さんも、今日行ったコンビニやスーパーでふと目に入った食材

が、その後はどうなっているのだろう？など、考えてみませんか？ 


